
 

令和８年度 学校自己評価システムシート （ さいたま市立 与野八幡 小学校 ）     学校番号 ０８５                            【様式】 
学 校 教 育 目 標 自ら学ぶ子 思いやりのある子 たくましい子 人とつながる子        

目 指 す 学 校 像 児童が主体的で自律的な学びを実現する Well-Beingな学校        

          

重 点 目 標 

１ 自律的な学びの推進 
２ 教育相談体制の充実 
３ コミュニティ・スクールの充実 
４ 教育環境の整備 
５ 教職員の指導力向上 

※重点目標は５つ以上の設定も可。重点目標に対応した評価項目は複数設定可。 

※番号欄は重点目標の番号と対応させる。評価項目に対応した「具体的方策、 

方策の評価指標」を設定。 

 

  

 

 

 
     

           学 校 自 己 評 価  学校運営協議会による評価 

年 度 目 標 年 度 評 価  実施日令和 年 月 日 

番号 現状と課題 評価項目 具体的方策 方策の評価指標 評価項目の達成状況 達成度 次年度への課題と改善策  学校運営協議会からの意見・要望・評価等 

1 

【自律的な学びの推進】 

昨年度は、子どもたちの学校評価アンケート

｢授業が楽しい｣｢授業がわかる｣の肯定的回答がそ

れぞれ 90.3%、94.9%と高い割合が出ているもの

の、いずれも R6 度の結果や、R7 度の目標値を下

回る結果となった。一方、全国学習調査、市学習

調査ではいずれも市の平均を大きく上回る好結果

を示している。今後は、子どもたちの高い基礎学

力を基に、一層体験的な活動に触れさせること

で、自律的、主体的、探究的な学びを充実させ、

質の高い授業づくりにまい進する。 

深い学びの推進 ・探究的な学びのプロセスを明確化した活動を

意図的に取り入れたり、ルーブリックを活用

した自己評価を充実させたりして授業改善に

取り組む。 

・カリキュラム・マネジメントの充実により、

教科間の関連や行事・生活体験との関連を図

ることで、児童の興味・関心を高めて主体的

な学びへとつなげる。 

・児童の学校評価での「授業が楽しい」、「授

業がわかる」への肯定的回答の向上(前年度

比) 

・学びの指標調査での「主体的な学び」、「探

究的な学び」の項目の学校平均値の向上(第 1

回＜第 2 回) 

・計画的な「カリマネ部会」の開催(年間 8 回以

上) 

   

 

 

デジタル学習基 

盤を活用した学 

びの改革 

・教科等の特性に応じて ICT 機器を活用した授

業を充実させる。(体育でのプレポス、遅延再

生カメラの使用など) 

・ICT ツールを効果的に活用し、意見交流や学

習の振り返り、思考の可視化、学習履歴によ

る個に応じた学習利用などを推進する。 

・「スポーツを科学する授業」に関するアンケ

ートでの質問項目「ICT 機器が学習の役に立

った」での肯定的回答を 90％以上 

・学びの指標調査での「デジタル学習基盤の効

果的な活用」の項目の学校平均値の向上(第 1

回＜第 2 回) 
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【教育相談体制の充実】 

 昨年度は Solaるーむでの児童管理体制の構築、 

スクールカウンセラー及びスクールソーシャルワ 

ーカーによる教育相談の充実、ケース会議の実施 

と関係機関との連携により、児童自身、保護者と 

の思いを共有する支援、支援体制を尽くすことが 

できた。 

 児童の困り感への理解や、家庭への支援のあり 

方に関する研修・協議を重ね、個別最適な居場所 

づくり、時間づくり、指導体制づくりを確立する 

施設・設備体制 

の工夫 

・児童面談や SC,SSW の保護者相談等で利用でき

る相談室を整備する。 

・児童が Sola るーむを安心して活用することが

できる環境づくりを行うとともに、その日の

時間割を自分で決めることで、計画性と見通

しをもって１日を過ごすせるようにする。 

・保護者の学校評価における項目 9、12、13 の

肯定的回答を 95％以上 

・Sola るーむの移設と教育相談室の設置(1 学期

中) 

・Sola るーむ内の利用児童ごとの時間割掲示板

の整備(1 学期中) 

   

 

 

関係職員の更な 

る連携 

・Sola るーむ連絡チャットや時間割掲示板を活

用し、全職員が利用児童の実態やその日の学

習計画を把握できるようにする。 

・日頃から情報を広く共有し、職員間で相談し

やすい環境を整え、部会や学年を超えて幅広

く連携し組織的に対応する。 

・Sola るーむ連絡チャットの活用(毎日) 

・計画的な教育相談部会の実施(年間 10 回以上) 

・児童理解研修の実施(4 月) 

・職員集会を活用した児童情報の共有(随時)  

・必要に応じたケース会議の開催(随時) 
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【コミュニティ・スクールの充実】 

 昨年度は学校運営協議会に代表児童が参加する 

ことで、テーマ「自分から挨拶ができる子を育て 

よう」についての熟議を一層充実させることがで 

きた。児童の挨拶キャンペーンにも力が入り、盛 

り上がりを見ることができた。 

 今年度は保護者、子ども、地域が一体となって 

取組む学校美化・環境づくりの活動を通し、大人 

と子どもが通じ合う場面を積極的に設け、互いが 

交わす挨拶に、より意味や心を吹き込んでいく。 

学校運営協議会

の熟議の充実 

・熟議の目的を「学校・家庭・地域でつなが

り、八っ子を育てていく」ことに焦点化し充

実を図る。 

・学校運営協議会において児童会児童が取組み

をプレゼンし、地域の方々に周知する。  

・協議会委員のアンケートにおいて「課題(テー

マ)の設定について」、「熟議の充実につい

て」の肯定的回答を 80％以上 

・児童会児童の学校運営協議会への参加(年 2

回) 

   

 

 

ボランティア活

動の推進 

・家庭・地域を巻き込んだ協働の機会を創出

し、児童の社会の一員としての自覚を育て、

地域全体を笑顔にする心の教育を進める。 

・登下校時に児童から地域の方へ進んであいさ

つをする活動、家庭や地域を巻き込んだあい

さつキャンペーン(学期に 1 回) 

・クリーン朝会への緑化ボランティアの参加(学

期に 1 回) 

・音楽会への学校運営協議会委員の招待(11 月) 
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【教育環境の整備】 

 昨年度は、体育館外壁、スプリンクラー、２階 

校舎間通路雨漏りが、予算の関係で未解決のまま 

手つかずとなっている中、通路北校舎ベランダ外 

壁工事、２階昇降口外壁工事、校庭砂場修繕、校 

庭残留杭撤去、北西部樹木選定を実施することが 

できた。 

今年度は少人数指導教室、児童会室、教材室、 

応接室、放送室、職員室の整備をすすめ、整った 

学校、清潔な学校、使いやすい学校、気持ちのよ 

い学校を目指す。 

校内清掃・整備 

の徹底 

・昨年度、未解決の施設設備について、引き続

き教育委員会と連携を図り修繕対応を進め

る。 

・不具合箇所を把握し、整備・修繕につなげ、

けがの未然防止に努める。 

・清掃部会を中心に、校内美化において主体的

に取り組む児童を育成する。  

・特別教室及び準備室における用具等の管理・

整理整頓を徹底する。  

・教育委員会への修繕依頼(通年) 

・教職員による安全点検の実施(毎月) 

・美化委員会による校内美化の状況確認と放送

での全校への共有(毎月)  

・掃除の時間おける特別教室の担当学級の担任

による見回りと整理整頓(毎日) 

・特別教室及び準備室の全体配置図の作成・確

認、用具へのナンバリング(1 学期中) 

・けがマップを活用した危険個所の把握・共

有・改善(通年) 

   

 

 

掲示教育・掲示 

活動の充実 

・校内の掲示物を充実させるとともに、掲示物

の点検をして掲示物の破損、時期相応のもの

かどうかの確認を確実に行う。 

・歯に関する掲示物や、季節ごとの感染症につ

いての掲示物を作成し、校内に掲示する。  

・掲示物への掲出期間の明示(通年) 

・掲示委員会による掲示物の作成・点検・貼り

替え活動(年間 10 回以上) 

・保健委員会による掲示物の作成活動(年間 10

回以上) 
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【教職員の指導力向上及び業務管理･健康確保】 

 昨年度、学校評価における｢ICT機器を使った授 

業の工夫｣の保護者からのＡ評価が 42.9%で、昨年 

度を下回る結果となった。今年度は学習者用端末 

が iPadとなったことと合わせ考え、ICT活用の利 

便性を追究しつつ、デジタルとリアルをバランス 

よく扱い、児童にとって最適な学習形態を保障し 

児童の主体的で自律的な学びを伴走する指導の在 

り方を追究し、指導力を高めていく。また、職員 

の在校時間縮減を図り、健康確保の管理体制を構 

築する。 

デジタルとリア 

ルのバランスあ 

る指導の充実 

・ICTと非 ICTを組み合わせた授業モデルを構築

し授業デザインの改善に取り組む。 

 

・保護者の学校評価における項目 8 の A 評価を

50％以上かつ肯定的回答を 95％以上 

・ICT 研修において授業場面をもとにした「デ

ジタルとリアルの使い分け」を協議する研修

の実施(8 月) 

   

 

 

児童に伴走する

指導力の向上 

・学年や発達段階に応じて、児童自身が学習計

画や学び方、学習形態、学習ツールを選択

し、自己調整しながら学ぶ機会を増やす。 

 

・学校課題研修におけるアドバイスグループの

取組みとして、児童主体の授業を公開し、成

果と課題を共有する。(各教員年間 2 回以上) 

・学力向上ポートフォリオにおける学力向上策

の実施状況を 8 割以上 

   

業務管理及び健

康確保の充実 

・ノー残業デー（水曜日）の実践 

・各種休暇取得の促進 

・職員一人ひとりの業務管理のための定期的な

面談の実施 

・ノー残業デー（水曜日）の確実な実施 

・夏季休暇、リフレッシュ休暇の確実な取得 

・ストレスチェックの数値を全国平均より下回

る。 
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